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私は戦争体験者として国際問題の解決には

軍事行動を取るべきではないと思っている。遺

体が無造作に転がる戦場に立てば、その悲惨

さ、むなしさは明らかだ。    

それに、日本にふさわしい平和的な国際貢

献の方策はいくらでもある。

ドナルドキーン（日本文学者）

日本が集団的自衛権を使って攻撃する相手国の出方を無視しています。

「友人を救うため、ぼくは友人を一発だけ殴る」と主張し、その通りにしても、

それで収まるかどうか決めるのは「ぼく」ではなく、

「ぼく」が殴った相手側ということになります。～

殴られた側からすれば先に攻撃したのはそっち

だろうと大ゲンカに発展しかねません。～日本が

米国を支援して、たとえ限定的でも武力行使に

踏み切れば北朝鮮は全力で反撃してくるのでは

ないでしょうか。

半田滋（東京新聞編集委員）


